平成２７年度

魚津市スポーツ推進審議会　議事録
日時：平成2７年７月１３日（月）

午後７時から

場所：魚津市役所第一分庁舎2階　会議室

　出席委員：7名（石川、広瀬、木下、宮川、宮﨑、石澤、清河）

欠席：3名（荒木、下村、大沢）
　事務局出席：畠山教育長、宮崎課長、小林、加藤、谷島
次　　第

　○　挨拶　畠山教育長
　　・協議事項に入る前に、事務局より本日の流れについて説明をする。

　　・今回は、新たなプール設置の協議を行うための、教育委員会から審議会への諮問を行わず、現状の説明を中心とする。委員からは自由に意見を述べてもらうこととする。

　○　協議事項

　１．会長、副会長の選出について

　　・事務局から提案し、次の通り選出。

　　　　会長：石川委員、副会長：広瀬委員
　２．現在の室内温水プールの概要
　３．新たなプールの施設の内容、建設場所について
　　・今後、２５ｍプールか５０ｍプールか、室内温水プールか屋外プールか、についても議論をお願いしたい旨を説明する。
　　・以下は委員から自由に述べていただいた意見の内容。

　　　委員）想定される費用または市で決められた予算額はあるのか？

　　　市）規模を決めてから予算を措置するので、現時点でプール建設の決まった予算額はない。複数年予算でも必要ならば可能である。

　　　委員）現在のプールの利用収入と経費はどれだけか。新しい施設は効率的な施設となるようにしてほしい。
　　　市）平成22年度の資料では、プールの使用料収入は約340万円、経費は電気料のように体育館と一括で請求されることもあり正確でないが、面積按分をすることで算出した場合、約2600万円かかっている。

　　　委員）プールに併せて総合体育館は取り壊すのか。廃止は慎重にしてほしい。

　　　市）施設の再編方針で廃止となっている。方針では平成30年度が廃止の目標であるが、その時期は延期されることもある。

　　　委員）体育協会としては新しいプールの設置が意見の総論である。

　　　委員）現在のプールを使いつつ新たなプールを建設し、プールが使えない期間が短い方が良い。また、助成金を探して上手に建設すればよい。
　　　委員）体育館の廃止後はどの施設を代替施設として活用できるか早く示してほしい。

　　　市）小学校の統廃合に合わせて、統合される学校の体育館は地域の体育館として存続の方向である。中学校部活動の練習場所としても活用させて欲しいが、地域住民にも活用してほしい。

　　　委員）新たなプールの設置場所の決め方についても、審議会で議論し建議していきたい。
　４．今後の予定

　　⑴　次回の開催時期
　　　・２回目の審議会は９月を目途に開催の予定。
　　　・来年２月か３月に３回目、来年度に４回目の開催で検討。

　　⑵　意見交換会について

　　　・水泳協会とプールを使用するクラブなどからも協議に参加してもらう予定である。
　　　・水泳関係者には審議会にオブザーバーとして参加してもらうか、審議会委員の数名と水泳関係者による小グループによる検討会にするかは、今後検討する。
　　⑶　視察について
　　　近隣県で最近オープンしたプール施設があれば視察を行いたいが、視察場所については今後選定する。

